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第2回定時総会の模様

　
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会
（
日
建
連
）
は
平
成

二
十
四
年
四
月
二
十
四
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
第
二
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
、
開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
野
村
哲
也
会

長
（
清
水
建
設
会
長
）
は
、
新
日
建
連
の
発
足
一
周
年

を
順
調
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
後
、
昨
年
三

月
の
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、「
被
災
地
域
で
は
、
今

な
お
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
が
大
勢

お
ら
れ
る
。
被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
、

引
き
続
き
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
の
決

意
を
改
め
て
示
し
た
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
情
勢
や
建

設
業
の
市
場
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
「
安
全
・
安
心
の

確
保
に
向
け
、
予
防
防
災
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
資
本

整
備
や
災
害
に
強
い
建
築
・
街
づ
く
り
の
推
進
、
総
合

的
な
環
境
対
策
等
の
施
策
に
つ
い
て
も
強
力
に
推
進
し

て
い
く
」
と
も
述
べ
、
会
員
会
社
の
理
解
と
協
力
を
求

め
た
。

　
総
会
で
は
、
ま
ず
平
成
二
十
三
年
度
決
算
が
上
程
さ

で
了
承
さ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
本
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、「
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
お
よ
び
原
発
事
故
対
策
の
推
進
と

災
害
対
応
体
制
の
強
化
」「
公
共
投
資
、
社
会
資
本
整
備

の
推
進
」「
建
築
宣
言
の
理
念
に
立
っ
た
優
良
な
建
築

ス
ト
ッ
ク
形
成
等
の
推
進
」
と
い
っ
た
一
〇
項
目
を
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
、
本
年
度
は
二
三
六
項
目
の
活
動
を
二
六
の
委
員

会
の
下
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
九
支
部
に
お
い
て
地

方
展
開
を
要
す
る
活
動
を
展
開
す
る
。

　
ま
た
、
内
外
の
諸
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
つ

つ
、
安
全
・
安
心
な
国
土
づ
く
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

へ
の
対
応
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
等
、
様
々
な
観
点
か

ら
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
く
。
同
時
に
会
員
企
業
が

事
業
活
動
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
場
環
境

の
改
善
に
向
け
た
関
係
方
面
へ
の
働
き
か
け
や
、
持
続

可
能
な
経
営
に
向
け
た
会
員
企
業
の
活
動
の
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
本
年
度
の
活
動
に
お
い
て
、
特
に
目
玉
と
な
る
の
が
、

二
つ
の
特
別
委
員
会
の
設
置
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
震
災
関
連
の
対
応
を
行
っ
て
き
た
「
緊
急

災
害
対
策
本
部
」
を
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
と
な
る

三
月
十
一
日
付
で
廃
止
し
、
新
た
に
「
復
旧
・
復
興
対

策
特
別
委
員
会
」（
委
員
長
＝
中
村
満
義
鹿
島
建
設
社

長
）
と
「
電
力
対
策
特
別
委
員
会
」（
委
員
長
＝
山
内
隆

司
大
成
建
設
社
長
）
を
設
置
し
た
。

　
両
特
別
委
員
会
で
は
、
復
旧
・
復
興
を
実
施
す
る
上

で
の
合
理
的
な
入
札
・
契
約
方
式
の
あ
り
方
、
労
働
力

や
資
機
材
確
保
の
た
め
の
施
策
、
国
・
地
方
公
共
団
体

等
と
の
効
果
的
な
連
携
確
保
方
策
等
の
諸
課
題
に
関
す

る
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
提
言
や
要

望
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
震
災
や
原
発

事
故
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
対
す
る
建
設
業
界
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
両
特
別
委
員
会
は
す
で
に
活
動
を
開
始
し
て
お
り
、

今
後
東
北
支
部
や
既
設
の
委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
活
動
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
こ
の
ほ
か
日
建
連
は
、
新
団
体
と
し
て
二
年
目
を
迎

え
る
今
年
度
、
事
業
の
一
層
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
全
国
九
支
部
の
運
営
の
合
理
化
等
、
団
体
組
織

を
よ
り
強
固
か
つ
透
明
に
し
た
う
え
で
、
来
年
度
の
一

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
向
け
て
、
所
要
の
手
続
き
を

進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、

政
・
官
・
学
の
各
方
面
か
ら
多
く
の
方
々
の
参
集
が
あ

り
、
来
賓
の
方
か
ら
は
一
様
に
日
建
連
に
対
す
る
期
待

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
二
年
目
の
日
建
連
に
は
、
建
設

業
界
の
中
核
団
体
と
し
て
、
さ
ら
な
る
真
価
を
発
揮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。

れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
役
員
の
補
充
選
任
が
行
わ
れ
、
理
事
に

野
村
俊
明
（
安
藤
建
設
社
長
）、
大
本
万
平
（
大
本
組
社

長
）、
山
田
秀
之
（
佐
藤
工
業
社
長
）、
宮
本
文
夫
（
西

武
建
設
社
長
）、
毛
利
茂
樹
（
東
洋
建
設
社
長
）、
川
上

和
行
（
松
村
組
社
長
）、
菅
野
幸
裕
（
若
築
建
設
社
長
）

の
各
氏
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
今
回
の
理
事
交
代
に
伴

い
、
海
洋
安
全
委
員
長
に
は
毛
利
茂
樹
氏
が
就
任
し
た
。

　
さ
ら
に
、
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
と
し
て
、

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
を
目
途
と
す
る
日
建
連
の
一

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
決
議
と
そ
れ
に
伴
う
定
款
の
変

更
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　
以
上
、
本
年
度
の
総
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
総
会
へ
の
報
告
事
項
と
し
て
①
平
成
二
十
三

年
度
事
業
報
告 

②
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画 

③
同

予
算

―
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
三
月
開
催
の
理
事
会

建
設
業
の
中
核
団
体
と
し
て
の

さ
ら
な
る
真
価
を
発
揮
へ

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
決
議

特
別
委
員
会
の
設
置

総会詳報

二
六
の
委
員
会
で

二
三
六
項
目
の
活
動
を
実
施

第2回
定時総会を

開催

一般社団法人への
移行決議

�社団法人日本建設業連合会は、一般社
団法人及び一般財団法人に関する法律
（平成18年法律第48号）に定める一般
社団法人へ、平成25年4月1日を目途
に移行するものとする。

このため、社団法人日本建設業連合会
の定款（平成23年4月1日改正）を第4
号議案のとおり変更し、一般社団法人
の設立の登記の日から施行する。

一般社団法人への移行のため、上記の
定款の変更案及び、一般社団法人及び
一般財団法人に関する法律及び公益社
団法人及び公益財団法人の認定等に関
する法律の施行に伴う関係法律の整備
等に関する法律（平成18年法律第50
号）第119条により作成する公益目的
支出計画を添付して、同法第45条に
基づき、平成24年5月中に内閣総理大
臣に認可申請書を提出する。
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野
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
を
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度
定
時
総
会
の
開
会
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
日
建
連
は
昨
年
、「
提
言
力
・
発
信
力
の
強
化
」
と｢

団
体
運
営
の

さ
ら
な
る
合
理
化｣

を
目
的
と
し
て
、
旧
土
工
協
、
旧
建
築
協
と
合

併
し
、
設
立
一
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
団
体
活
動
を
滞
り
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
合
併
直
前
の
昨
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

多
く
の
尊
い
命
と
日
本
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
財
産
を
奪
い
去
る
と

と
も
に
、
原
子
力
災
害
へ
の
対
応
と
い
う
新
た
な
課
題
を
生
み
出
し

ま
し
た
。

　
こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
に
対
し
、
日
建
連
は
合
併
前
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
旧
土
工
協
、
旧
建
築
協
と
連
携
し
、
新
日
建
連
と
し
て
緊

急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
東
北
支
部
を
中
心
に
活
動
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
会
員
企
業
の
ご
協
力
の
下
、
被
災
者
支
援
と
応
急
復
旧
に

始
ま
り
、
被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
活
動
を
今
日
ま
で
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
被
災
地
に
は
今
な
お
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
方
々
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
、
日
建
連

で
は
、
引
き
続
き
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
日
建
連
で
は
、
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
に
あ
た
る
三
月
十
一
日

を
も
っ
て
緊
急
災
害
対
策
本
部
を
廃
止
し
、
代
わ
っ
て
「
復
旧
・
復

興
対
策
委
員
会
」
と
「
電
力
対
策
委
員
会
」
の
二
つ
の
特
別
委
員
会

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
両
委
員
会
と
も
既
に
活
動
を
開
始
し
て
お
り
、
復
旧
・
復
興
関
連

事
業
に
お
け
る
合
理
的
な
契
約
方
式
の
あ
り
方
や
、
労
働
力
・
資
機

材
の
確
保
、
国
・
地
方
自
治
体
等
と
の
効
果
的
な
連
携
確
保
等
の
諸

課
題
に
つ
い
て
、
中
期
的
、
総
合
的
な
視
点
に
立
っ
た
調
査
・
研
究

を
行
い
、
国
・
地
方
自
治
体
等
に
対
す
る
提
言
、
要
望
活
動
を
行
う

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が
わ
が
国
の
最
優
先
課
題
で

あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
わ
が

国
は
現
在
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
と
い
う
社
会
構
造
の
大
転
換
期
に

あ
り
、
財
政
の
立
て
直
し
と
同
時
に
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

の
構
築
が
待
っ
た
な
し
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
国
内
的
に
は
、
デ
フ
レ
と
産
業
空
洞
化
の
進
行
に
よ
り
、

特
に
若
年
層
の
雇
用
状
況
が
悪
化
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
際
的

に
は
、
当
面
の
危
機
は
回
避
し
た
も
の
の
、
欧
州
債
務
危
機
の
影
響

等
に
よ
る
世
界
経
済
の
下
振
れ
が
懸
念
さ
れ
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
建
設
市
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
復
旧
・
復
興
対
策
、
全
国
防
災
等

を
盛
り
込
ん
だ
四
次
に
わ
た
る
補
正
予
算
と
二
十
四
年
度
予
算
の
編

成
や
、
民
間
需
要
の
持
ち
直
し
に
よ
り
、
市
場
の
縮
小
傾
向
に
は
一

応
の
歯
止
め
が
か
か
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
企
業
経
営
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
受
注
競
争
の
激
化
に

よ
る
安
値
受
注
の
常
態
化
、
復
旧
・
復
興
需
要
の
増
加
に
よ
る
労
務

単
価
お
よ
び
資
機
材
価
格
の
高
騰
、
さ
ら
に
は
復
旧
・
復
興
関
連
事

業
が
採
算
的
に
不
透
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
楽
観
視
で
き

る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
二
十
四
年
度
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
安
全
・
安
心
の
確
保
・

向
上
に
向
け
、
予
防
防
災
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
資
本
整
備
や
災
害

に
強
い
建
築
・
街
づ
く
り
の
推
進
、
総
合
的
な
環
境
対
策
等
の
施
策

を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
こ
れ
ら
最
重
要
課
題
の
他
、
従
来
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
も

含
め
、
二
六
の
委
員
会
の
元
で
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、｢

災
害
対
策
へ
の
対
応｣

や
「
公
共
工
事
の
円
滑
な
実
施
」

な
ど
、
地
方
で
の
展
開
を
要
す
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
全
国
九
支
部

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
他
、
後
ほ
ど
皆
様
に
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
今
年
度
は
、

公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
と
し
て
、
来
月
に
も
新
法
人
へ
の
移

行
申
請
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
よ
り
円
滑
な
団
体
運
営
に
向
け
た
事
業
活
動
の
総
点

検
、
合
理
的
な
会
費
制
度
の
整
備
に
向
け
た
検
討
も
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
以
上
、
平
成
二
十
四
年
度
の
活
動
の
基
本
的
な
方
針
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
実
施
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
常
に
会

員
の
皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
、
反
映
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
内
外

に
開
か
れ
た
運
営
を
心
が
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
最
後
に
、
昨
年
の
設
立
総
会
に
お
き
ま
し
て
も
皆
様
に
申
し
上
げ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
日
建
連
の
活
動
を
通
じ
て
会
員
の

皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
は
も
と
よ
り
、
広
く
産
業
界
、
さ
ら
に
は

国
民
各
層
か
ら
も
信
頼
と
理
解
を
得
ら
れ
る
建
設
業
団
体
を
目
指
し

て
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
度
も
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

か
ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
村
会
長
挨
拶

◆  

平
成
二
十
四
年
度
定
時
総
会  

◆


